
戦後、ソ連側が２度増改築をしたと
されるが、外観はほぼ変わらない

（2008年撮影）

紗
那
郵
便
局
よ
り
一
足
早
く
、
二
〇
一
二
年
に
解
体
さ
れ
た
択
捉

島
水
産
會
事
務
所
は
島
の
水
産
関
係
者
の
寄
付
に
よ
っ
て
一
九
二
三

年(

大
正
十
二
年)

に
建
設
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
ト
ラ
ス

構
造
で
島
で
唯
一
の
二
階
建
て
洋
風
建
築
だ
っ
た
。

二
〇
一
六
年
、
水
産
會
事
務
所
の
全
体
像
が
分
か
る
写
真
が
新
た

に
見
つ
か
っ
た
。
小
樽
商
大
学
術
研
究
員
の
高
野
宏
康
氏
が
石
川
県

加
賀
市
の
実
家
で
発
見
し
た
古
い
ア
ル
バ
ム
の
中
に
、
択
捉
島
別
飛

に
あ
っ
た
択
捉
水
産
の
工
場
の
写
真
と
と
も
に
、
収
め
ら
れ
て
い
た
。

工
場
長
を
務
め
て
い
た
高
野
氏
の
曾
祖
父
の
ア
ル
バ
ム
で
、
写
真
の

多
く
は
昭
和
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

美しい洋風建築だった択捉島水産會事務所
（高野宏康氏提供）

玄関には択捉島水産會、択捉島西海岸
漁業組合の看板がかかっている

（高野宏康氏提供）

択捉島水産會事務所は2012年に
解体され、現在、その跡地は更地
になっている（2012年5月撮影）

水
産
會
事
務
所
の
外
壁
は
下
見
張
り
で
、
窓
枠
に
沿
っ
て
縦
に
羽

目
板
が
張
ら
れ
、
柱
や
梁
を
露
出
さ
せ
た
洋
風
建
築
。
縦
長
の
窓
は

択捉島に残された日本建築のシンボル的
存在だった水産會事務所と紗那郵便局は
道路を挟んで向かい合って建っていた

（2008年撮影）

上
げ
下
げ
窓
で
基

礎
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
。
屋
根
は
ト
タ

ン
葺
き
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
玄
関

ポ
ー
チ
の
両
サ
イ

ド
に
は
ド
ア
が
あ

り
、
当
時
と
し
て

は
お
し
ゃ
れ
で
美

し
い
建
物
だ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え

る
。

建
築


